
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
カメラ部で撮像した画像に応じた画像信号をコンピュータで処理する ファイル形式
の画像データに変換した後に当該画像データを 記録媒体に記録す
画装置と、
上記記録媒体を再生する再生装置と、
上記再生装置で再生した上記画像データを処理するデータ処理部を有するコンピュータ装
置と
を具え

10

20

JP 3630251 B2 2005.3.16

所定の
タイムコードと共に る録

、
上記再生装置は、
上記記録媒体を再生することによって得られた上記画像データを所定の伝送手段を介して
上記コンピュータ装置へ伝送し、
上記コンピュータ装置の上記データ処理部は、上記再生装置から伝送された上記画像デー
タに応じた映像と当該映像に対応する上記タイムコードとをモニタに表示させながら、当
該モニタを監視しているユーザによって指示されたタイミングのタイムコードを編集開始
点として認識し、当該ユーザによって再度指示されたタイミングのタイムコードを編集終
了点として認識し、当該編集開始点及び当該編集終了点を示す制御信号を上記再生装置に
出力することにより当該編集開始点及び当該編集終了点に対応する編集画像データを当該
再生装置から受け取り、当該編集画像データを上記ファイル形式に変換する前の画像信号
に戻すことにより編集映像を生成する



ことを特徴とする映像編集システム。
【請求項２】

【請求項３】

【請求項４】

【請求項５】

【請求項６】
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カメラ部で撮像した画像信号がコンピュータで処理する所定のファイル形式に変換された
画像データを、当該画像データに対応するタイムコードと共に記録媒体から再生する再生
手段と、
ユーザにより指定された上記画像データの編集開始点又は編集終了点を示す制御信号を入
力する入力手段と、
上記入力手段によって入力された上記制御信号に基づいて上記再生手段の再生動作を制御
する制御手段と、
上記制御手段に制御されて再生された編集画像データを上記タイムコードと共にコンピュ
ータ装置へ出力する出力手段と
を具えることを特徴とする再生装置。

上記再生手段は、上記画像データを格納するメモリ部を有し、
上記制御手段は、上記編集開始点から上記編集終了点までの上記タイムコードに対応する
編集画像データを生成するように上記メモリ部の入出力動作を制御する
ことを特徴とする請求項２に記載の再生装置。

カメラ部で撮像した画像信号がコンピュータで処理する所定のファイル形式に変換された
画像データを、当該画像データに対応するタイムコードと共に記録媒体から再生する再生
ステップと、
ユーザにより指定された上記画像データの編集開始点又は編集終了点を示す制御信号を入
力する入力ステップと、
上記入力ステップで入力された上記制御信号に基づき上記再生ステップにおける再生動作
を制御する制御ステップと、
上記制御ステップの制御により再生された編集画像データを上記タイムコードと共にコン
ピュータ装置へ出力する出力ステップと
を具えることを特徴とする再生方法。

カメラ部で撮像した画像信号がコンピュータで処理する所定のファイル形式に変換されて
記録媒体に記録された画像データを対象としてユーザにより指定されるタイミングのタイ
ムコードを当該画像データの編集開始点又は編集終了点を示す制御信号として上記記録媒
体を再生する再生装置へ出力する出力手段と、
上記編集開始点から上記編集終了点までの上記タイムコードに対応する編集画像データを
上記再生装置から入力する入力手段と、
上記入力手段により入力された上記編集画像データを上記ファイル形式に変換する前の画
像信号に戻す画像変換手段と、
上記画像変換手段によってファイル形式変換前に戻された上記画像信号を表示出力する表
示出力手段と
を具えることを特徴とする編集装置。

カメラ部で撮像した画像信号がコンピュータで処理する所定のファイル形式に変換されて
記録媒体に記録された画像データを対象としてユーザにより指定されるタイミングのタイ
ムコードを当該画像データの編集開始点又は編集終了点を示す制御信号として上記記録媒
体を再生する再生装置へ出力する出力ステップと、
上記編集開始点から上記編集終了点までの上記タイムコードに対応する編集画像データを
上記再生装置から入力する入力ステップと、
上記入力ステップで入力された上記編集画像データを上記ファイル形式に変換する前の画
像信号に戻す画像変換ステップと、
上記画像変換ステップでファイル形式変換前に戻された上記画像信号を表示出力する表示



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【目次】
以下の順序で本発明を説明する。
発明の属する技術分野
従来の技術（図５）
発明が解決しようとする課題
課題を解決するための手段
発明の実施の形態（図１～図４）
発明の効果
【０００２】
【発明の属する技術分野】
本発明は録画装置及び映像編集システムに関し、例えばカメラ一体型ビデオテープレコー
ダにより撮像した映像データを編集するものに適用して好適なものである。
【０００３】
従来、カメラ一体型ビデオテープレコーダは、画像データと音声データとでなる映像デー
タを記録する専用のビデオテープレコーダがビデオカメラと一体化して形成されていた。
図６に示すように、カメラ一体型ビデオテープレコーダ１によって映像データが記録され
た VHS-C方式や 8[mm]方式のビデオテープ２は、再生装置３で再生され、再生された映像が
テレビジョン受像機４の画面に映し出される。
【０００４】
近年、業務用のビデオテープレコーダにおいては、一般にデイジタル信号によつて映像デ
ータを記録している。一般用のビデオテープレコーダにおいても、次世代のビデオテープ
レコーダとして、１／４　［ｉｎｃｈ］デイジタルビデオテープレコーダが規格化され商
品化されようとしている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、現在は高度に発達したコンピユータが広く普及している。一方、コンピユータ
が使用するデータを磁気テープに記録させる外部記録装置いわゆるストリーマは、コンピ
ユータ処理の高速化に従つて大容量データの記憶及び、高速転送できるものが使用されて
いる。従つて、ストリーマは圧縮された映像データを実用上十分な時間分記録できる。
【０００６】
このため、上述の一般用１／４　［ｉｎｃｈ］デイジタルビデオテープレコーダと、これ
専用のカメラ一体型デイジタルビデオテープレコーダを開発することは無駄が多いと考え
られる。またカメラ一体型デイジタルビデオテープレコーダによつて記録された映像デー
タを再生及び編集する場合には、所望の映像の頭出しをするためにテープの巻き戻しに時
間がかかつたり、専用の編集装置が必要になる等、使い勝手が悪いと共にコストが大きく
なるという問題があつた。
【０００７】
本発明は以上の点を考慮してなされたもので、テープに記録された映像データをコンピユ
ータ装置によつて容易に再生し、編集できる簡易な構成の録画装置及び映像編集システム
を提案しようとするものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
かかる課題を解決するため本発明においては、カメラ部で撮像した画像に応じた画像信号
をコンピュータで処理する所定のファイル形式の画像データに変換した後に当該画像デー
タをタイムコードと共に記録媒体に記録する録画装置と、記録媒体を再生する再生装置と
、当該再生装置で再生した画像データを処理するデータ処理部を有するコンピュータ装置
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出力ステップと
を具えることを特徴とする編集方法。



とを具え、再生装置は、記録媒体を再生することによって得られた画像データを所定の伝
送手段を介してコンピュータ装置へ伝送し、コンピュータ装置のデータ処理部は、再生装
置から伝送された画像データに応じた映像と当該映像に対応するタイムコードとをモニタ
に表示させながら、当該モニタを監視しているユーザによって指示されたタイミングのタ
イムコードを編集開始点として認識し、当該ユーザによって再度指示されたタイミングの
タイムコードを編集終了点として認識し、当該編集開始点及び当該編集終了点を示す制御
信号を再生装置に出力することにより当該編集開始点及び当該編集終了点に対応する編集
画像データを当該再生装置から受け取り、当該編集画像データをファイル形式に変換する
前の画像信号に戻すことにより編集映像を生成するようにする。
【０００９】
録画装置で記録媒体に録画されたコンピュータで処理可能なファイル形式の画像データを
再生装置で再生し、その再生映像をタイムコードと共にコンピュータ装置によりモニタ表
示させながらユーザに所望のタイミングで編集開始点及び編集終了点を指示させるだけの
簡易な操作でその編集開始点及び編集終了点間の編集画像データを再生装置からコンピュ
ータ装置に取り込むことができるので、当該コンピュータ装置では当該編集画像データを
ファイル形式変換前の画像信号に戻すだけで編集開始点及び編集終了点に対応した編集映
像を容易に生成することができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下図面について、本発明の一実施例を詳述する。
【００１１】
図１は、本発明による映像編集システム１１の全体構成を示す。映像編集システム１１は
、ストリーマを搭載した記録側であるカメラ一体型ビデオテープレコーダ１２、ストリー
マにより映像データを記録する記録媒体であるテープ１３、記録された映像データをコン
ピユータ用ストリーマ１４で読み出し、ＳＣＳＩケーブル１５を介して取り込んだ後、編
集する読出側であるコンピユータ装置１６から構成されている。
【００１２】
映像編集システム１１は、録画装置としてのカメラ一体型ビデオテープレコーダ１２のカ
メラヘツド１７で撮像して生成した画像信号と、マイク１８で拾つて生成した音声信号と
でなるアナログの映像信号をコンピユータ装置１６で読み取れるデイジタルの映像データ
に変換してテープ１３に記録する。そして再生装置としてのコンピユータ用ストリーマ１
４が、テープ１３を再生して映像データを読み出し、ＳＣＳＩケーブル１５を介してユー
ザが要求した映像データをコンピユータ装置１６に伝送するようになされている。
【００１３】
図２に示すように、カメラ一体型ビデオテープレコーダ１２は、カメラヘツド１７、マイ
ク１８、記録再生部としてのストリーマ１９、さらにカメラヘツド１７とストリーマ１９
との間でデータを通信するデータ変換部としての出力インタフエース部２０及び、ＳＣＳ
Ｉ（ｓｍａｌｌ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ　ｓｙｓｔｅｍｓ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ケーブル２
１から構成されている。
【００１４】
カメラヘツド１７は、映像信号Ｓ１を出力インタフエース部２０のアナログ／デイジタル
変換器２２に送出する。アナログ／デイジタル変換器２２は、映像信号Ｓ１をデイジタル
データＳ２に変換してエンコーダ２３に送出する。
【００１５】
エンコーダ２３は、デイジタルデータＳ２をＭＰＥＧ（Ｍｏｔｉｏｎ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　
Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）規格に従つて符号化及び圧縮してデータＳ３として映像メ
モリ２４に送出する。映像メモリ２４は、データＳ３を一時的に蓄える。
【００１６】
メインＣＰＵ２５で制御された画像処理ＣＰＵ２６は、ＲＡＭ２７に組み込まれたＳＣＳ
Ｉドライバプログラム（以下、これをＳＣＳＩドライバという）で処理して生成した制御
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信号ＣＴＬ１を取り込んで映像メモリ２４に送出する。すると映像メモリ２４は、データ
Ｓ３を画像処理ＣＰＵ２６より与えられた制御信号ＣＴＬ１に応じてＦＩＦＯ（Ｆｉｒｓ
ｔ－Ｉｎ　Ｆｉｒｓｔ－Ｏｕｔ）の順番でＳＣＳＩフオーマツタ２８にデータＳ４として
送出する。
【００１７】
ＳＣＳＩフオーマツタ２８は、データＳ４をコンピユータ装置１６で処理できるフアイル
形式に変換する。またＳＣＳＩフオーマツタ２８は、図３に示す論理フオーマツトに従つ
て、変換したデータを所定データサイズの論理ブロツクに区切り、識別番号（ＩＤ１、Ｉ
Ｄ２　、……、ＩＤ７０００）　をそれぞれの論理ブロツクに順次付加すると共に、各論
理ブロツクのデータサイズやアドレス情報をヘツダとして最初の論理ブロツク（ＩＤ１）
の前に付加してＳＣＳＩ規格のデータＳ５に変換する。その後ＳＣＳＩフオーマツタ２８
は、バツフア２９及びＳＣＳＩケーブル２１を介してストリーマ１９のバツフア３０にデ
ータＳ５を伝送する。
【００１８】
ストリーマ１９のＣＰＵ３１は、ＲＡＭ３２に組み込まれたＳＣＳＩドライバで処理して
生成した制御信号ＣＴＬ２を取り込んで映像メモリ３３に送出する。映像メモリ３３は、
バツフア３０から取り込んだデータＳ５を制御信号ＣＴＬ２に応じてＦＩＦＯの順番でＥ
ＣＣ（Ｅｒｒｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｎｇ　Ｃｏｄｅ　）回路３４にデータＳ６として送
出する。ＥＣＣ回路３４は、データＳ６に誤り訂正用のパリテイビツトを付加してデータ
Ｓ７としてフオーマツタ３５に送出する。
【００１９】
フオーマツタ３５は、図４に示すテープフオーマツトに従つてテープ１３の先頭に設けら
れた未使用領域に記録する映像データ以外の任意の情報を生成し、各論理ブロツクにプリ
アンブルを挿入したり、タイムコードを付加してデータＳ８としてＲＦアンプ３６に送出
する。
【００２０】
ＲＦアンプ３６は、データＳ８を所定のレベルに増幅してデータＳ９として記録再生ヘツ
ド３７に送出する。記録再生ヘツド３７は、データＳ９をテープ１３に記録する。これに
より、カメラ一体型ビデオテープレコーダ１２は映像信号Ｓ１をコンピユータ装置１６で
処理できるフアイル形式のデータに変換してテープ１３に記録することができる。
【００２１】
次に、図５に示すようにデータ読出側であるコンピユータ用ストリーマ１４、コンピユー
タ装置１６のコンピユータインタフエース部４１の構成を示す。
コンピユータ用ストリーマ１４は、ヘツド４２でテープ１３を再生して得た再生ＲＦ信号
Ｓ１０をＲＦアンプ４３に送出する。ＲＦアンプ４３はＲＦ信号Ｓ１０を増幅し、内蔵さ
れているアナログ／デイジタル変換器（図示せず）を介してデータＳ１１に変換してフオ
ーマツタ４４に送出する。
【００２２】
フオーマツタ４４は、データＳ１１を図４に示すテープフオーマツトに従つてフオーマツ
ト化する前のデータ列に変換してデータＳ１２としてＥＣＣ回路４５に送出する。ＥＣＣ
回路４５は、テープの記録再生により生じたデータの欠損を、予め付加しておいたパリテ
イビツトに基づいて演算することにより、データの誤りを訂正してデータＳ１３として映
像メモリ４６に送出する。
【００２３】
またＣＰＵ４７は、コンピユータインタフエース部４１のＲＡＭ４８に組み込まれたＳＣ
ＳＩドライバで処理して生成した制御信号ＣＴＬ３を、ＣＰＵ５０からＳＣＳＩケーブル
１５を介して入力する。因に、制御信号ＣＴＬ３は、ユーザが編集したい所望の映像デー
タのタイムコードを指示する信号である。ＣＰＵ４７は、ＲＡＭ５１に組み込まれたＳＣ
ＳＩドライバで制御信号ＣＴＬ３を処理して制御信号ＣＴＬ４を生成し、これを映像メモ
リ４６に送出する。
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【００２４】
映像メモリ４６は、制御信号ＣＴＬ４に従つて指示されたタイムコードの映像データをデ
ータＳ１４としてバツフア５２及びＳＣＳＩケーブル１５を介してバツフア５３に伝送す
る。コンピユータインタフエース部４１のＣＰＵ５０は、バツフア５３に伝送されたデー
タＳ１４をＳＣＳＩフオーマツタ５４に取り込む。
【００２５】
ＳＣＳＩフオーマツタ５４は、取り込んだデータＳ１４から識別番号を取り除き、図３に
示す論理フオーマツトに応じてフオーマツト化する前の連続したデータＳ１５に変換して
映像メモリ５５に送出する。これにより、データＳ１５はコンピユータ装置１６が容易に
処理できるフアイル形式の映像データとなる。このとき、ＣＰＵ５０はモニタの画面に映
し出す映像データと、この映像データに対応するタイムコードとを取り出して再生時にモ
ニタの画面に表示するようになされている。映像メモリ５５は、データＳ１５をＦＩＦＯ
の順番でデータＳ１６としてデコーダ５６に送出する。
【００２６】
デコーダ５６は、データＳ１６を復号化してデータＳ１７としてデイジタル／アナログ変
換器５７に送出する。デイジタル／アナログ変換器５７は、データＳ１７をアナログのビ
デオ信号Ｓ１８に変換して出力する。これにより、コンピユータ装置１６は、ユーザが指
示したタイムコードに応じた制御信号ＣＴＬ３で指示された識別番号の映像データを取り
込むことができる。
【００２７】
以上の構成において、カメラ一体型ビデオテープレコーダ１２が撮像した映像信号Ｓ１は
、出力インタフエース部２０のＳＣＳＩフオーマツタ２８でコンピユータ装置１６により
処理できるフアイル形式のデータに変換され、ストリーマ１９のテープ１３に記録される
。
【００２８】
テープ１３に記録された映像データを編集する際、ユーザはテープ１３をコンピユータ用
ストリーマ１４で再生してコンピユータ装置１６で編集する。このときユーザは、現在再
生中の所望の映像データに対応するタイムコードを指示する。
【００２９】
コンピユータ装置１６はユーザが指示したタイムコードを編集の開始点として認識し、同
様の手順でユーザが指示したタイムコードを編集の終了点として認識する。これにより、
コンピユータ装置１６は、ユーザから指示された開始点から終了点までのタイムコードに
対応する映像データをコンピユータ用ストリーマ１４で再生して容易に編集することがで
きる。
【００３０】
以上の構成によれば、映像編集システム１１は、カメラ一体型ビデオテープレコーダ１２
が映像データをコンピユータ装置１６で処理できるフアイル形式の映像データに変換して
テープ１３に記録し、このテープ１３をコンピユータ用ストリーマ１４で再生してフアイ
ル形式の映像データを取り込むことにより、テープ１３に記録された映像データをコンピ
ユータ装置１６によつて容易に再生し編集できる。またストリーマ１９で記録及び再生し
た映像データをコンピユータ装置１６で処理することにより、構成を全体として簡易にす
ることができる。
【００３１】
また映像編集システム１１は、編集した映像データをイーサネツト等のコンピユータネツ
トワークを用いてコンポジツト信号、コンポーネント信号等の放送方式に合わせて遠隔地
に伝送することができる。
【００３２】
なお上述の実施例においては、ＳＣＳＩフオーマツタ２８でＳＣＳＩ規格に対応するデー
タに変換する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、コンピユータ装置で処理で
きる規格であれば、例えばＶＭＥ（Ｖｅｒｓａ　Ｍｏｄｕｌｅ　Ｅｕｒｏｐｅ）　規格等
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の任意の規格でデータを変換し、ＶＭＥバス等の他の伝送手段で伝送するようにしても良
い。この場合にも上述と同様の効果を得ることができる。
【００３３】
また上述の実施例においては、論理フオーマツトとして図３に示す構成のものを用いる場
合について述べたが、本発明はこれに限らず、コンピユータ処理できるフアイル形式にフ
オーマツト化できれば論理フオーマツトは他の構成によるものでも良い。
【００３４】
また上述の実施例においては、記録媒体としてテープを用いるようにした場合について述
べたが、本発明はこれに限らず、任意の記録媒体を用いるようにしても良い。
【００３５】
さらに上述の実施例においては、ストリーマ１９で映像データをテープ１３に記録し、テ
ープ１３を記録媒体としてコンピユータ用ストリーマ１４でデータを読み出し、コンピユ
ータ装置１６で映像を再生して編集する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、
ストリーマ１９のバツフア３０に変復調手段としてのモデムを接続し、記録再生ヘツド３
７により読み出した映像データを電話回線を用いて遠隔地のコンピユータ装置に伝送した
り、電波を使つて伝送しても良い。これにより、現場で記録した映像データを撮像後速や
かに伝送してコンピユータ装置で編集することができる。
【００３６】
【発明の効果】
上述のように本発明によれば、録画装置で記録媒体に録画されたコンピュータで処理可能
なファイル形式の画像データを再生装置で再生し、その再生映像をタイムコードと共にコ
ンピュータ装置によりモニタ表示させながらユーザに所望のタイミングで編集開始点及び
編集終了点を指示させるだけの簡易な操作でその編集開始点及び編集終了点間の編集画像
データを再生装置からコンピュータ装置に取り込むことができるので、当該コンピュータ
装置では当該編集画像データをファイル形式変換前の画像信号に戻すだけで編集開始点及
び編集終了点に対応した編集映像を容易に生成することができ、かくして記録媒体に記録
された映像データをコンピュータ装置によって容易に再生し、編集できる映像編集システ
ムを実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】映像編集システムの構成を示す概略図である。
【図２】ストリーマを搭載したカメラ一体型ビデオテープレコーダの構成を示すブロツク
図である。
【図３】論理フオーマツトを示す略線図である。
【図４】テープフオーマツトを示す略線図である。
【図５】コンピユータ装置及びコンピユータ用ストリーマの構成を示すブロツク図である
。
【図６】従来の映像データの記録から再生までを示す略線図である。
【符号の説明】
１、１２……カメラ一体型ビデオテープレコーダ、２、１３……テープ、３……再生装置
、４……テレビジヨン受像機、１１……映像編集システム、１４……コンピユータ用スト
リーマ、１５、２１……ＳＣＳＩケーブル、１６……コンピユータ装置、１７……カメラ
ヘツド、１８……マイク、１９……ストリーマ、２０……出力インタフエース部、２２…
…アナログ／デイジタル変換器、２３……エンコーダ、２４、３３、４６、５５……映像
メモリ、２８、５４……ＳＣＳＩフオーマツタ、２５……メインＣＰＵ、３１、４７、５
０……ＣＰＵ、２７、３２、４８、５１……ＲＡＭ、２９、３０、５２、５３……バツフ
ア、３４、４５……ＥＣＣ回路、３５、４４……フオーマツタ、３６、４３……ＲＦアン
プ、３７……記録再生ヘツド、４２……ヘツド、４１……コンピユータインタフエース部
、５６……デコーダ、５７……デイジタル／アナログ変換器。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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